
「桜井市立保育所・幼稚園の再編に向けて 基本計画」（案）に対する意見募集(パブリックコメント）の結果について 

 

「桜井市立保育所・幼稚園の再編に向けて 基本計画針」を策定するにあたって、下記のとおりパブリックコメントを実

施しました。市民の皆様からいただいたご意見は、趣旨を損なわないよう要約整理したうえで、本市の考え方とともに、公

表いたします。なお、今回のパブリックコメントにより、計画案を修正・変更した個所はありません。 

貴重なご意見ありがとうございました。 

 

（１）募集期間  令和３年９月２９日（水）から令和３年１０月２８日（木）まで 

 

（２）募集方法 

 

児童福祉課・情報公開コーナー・中央公民館・図書館・保健福祉センター「陽だまり」・各市立保育所及び幼稚園

に資料を備え付け閲覧に供するとともに、市のホームページに掲載しました。 

 

（３）提出方法別の提出人数及び意見件数 

 

提出方法 提出人数（人） 意見件数 

郵 便 0 0 

Ｆ Ａ Ｘ 0 0 

電子メール 3 6 

持 参 0 0 

合 計 3 6 

  



（４）提出された意見と市の考え方 

 

意見の概要 市の考え方 

１．市の財政状況を考え、以下の点をふまえる

と今のところは我慢すべきと思う。 

 

① 国からの補助金を活用して市民の税負担

を軽くする 

② 小中学校の空き教室の活用 

 

 

 

③ 子どもの未来を考えて新しい幼稚園・保

育所に多くの予算を投入し、学習のチャン

スを増やす 

④ 保護者が預けやすい場所と体制 

⑤ 園児用バスの充実 

 

⑥ 耐震設備が必要 

 

⑦ 小規模な施設の設置 

⑧ 今のところは園児用教育コンテンツに予

算を投入する 

少子化に伴い保育所・幼稚園に通う子どもが減少傾向にあること、また施設の老朽化に

伴う安全性の確保が必要であること、これらの状況を踏まえ、より良い就学前教育・保

育の実現に向けて、今後、市の財政状況にも留意しながら取り組んでいきます。 

① 可能な限り国等の補助金を活用し、市の財政負担の軽減を図りたいと考えていま

す。 

② 小中学校をこども園として活用する場合には、小さな子どもに合った環境にする

ため、比較的大きな改修が必要となります。また、市内の小中学校は老朽化が進ん

でおり、今後、適正化の対象となる場合もあり、こども園として長く活用すること

は難しいと考えています。 

③ 具体的な施設の設計にあたっては、子どもの教育・保育に配慮したものとなるよ

う努めます。 

④ 大多数の保護者の方々が自家用車により送迎をされると考えますので、送迎用駐

車場の充実が必要であると考えています。 

⑤ 大多数の保護者の方々が自家用車により送迎をされると考えますので、まずはニ

ーズの把握が必要と考えています。 

⑥ 設置を目指す認定こども園も、当分の間使用を継続する施設も、ともに耐震対策

は必要であると考えています。 

⑦ 現在桜井市内には、小規模な私立の地域型保育施設が３施設ありますが、今後も

ニーズの動向に留意します。 

⑧ 引き続き、効果的な園児用教材等の選択などに努めます。 



２．こども園では、１号認定（教育認定）園児

にも、２・３号認定（保育認定）と同様、全

日給食にしてほしい。 

 

詳細な計画は今後の課題となりますが、１号認定（教育認定）の子どもについて、保護

者の就労等により午後までの預かり保育が必要となった場合は、２号認定（保育認定）

の子どもと同じメニューの給食を提供すべきものと認識しています。 

 

３．こども園では、１号認定（教育認定）園児

についても、水曜日も１４時まで預けられる

ようにしてほしい。 

教育や保育の時間等、具体的な教育・保育の内容につきましては、詳細な計画を立てて

いく上での今後の課題であると考えています。 

 

 

４．子どもたちが増えるので、広い園庭でのび

のびと安全に遊べる環境をつくってほしい。 

詳細な計画は今後の課題となりますが、より良い子どもの教育・保育環境を目指して認

定こども園を設計すべきであると考えています。 

 

５．老朽化や利用者の減少・偏りは以前からわ

かっていたことなので、「１０年以内に完成」

というのは遅すぎであり、早めに対応してほ

しい。 

 

今後、市の財政状況にも留意しながら、早期開園を目指して取り組んでいきます。 

６．同時に２施設を開園するのではなく、現在

のベテランの教諭・保育士の意見を取り入れ、

１施設目を早く建ててほしい。 

 

同時に２施設に着手するのは困難であるため、１施設ごとの開園を目指すことになると

考えています。現場の教諭・保育士の意見を十分に取り入れ、早期開園を目指して取り

組んでいきます。 

 

 


